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みの

むし

虫は
おお

大きくなったら
なに

何になるの 

●みの
むし

虫はガの
な か ま

仲間 

 
あき

秋から
ふゆ

冬にかけて、
き

木の
は

葉がかれ、
えだ

枝だけになったころ、
えだ

枝にぶら
さ

下がったみの
むし

虫が
め

目に

つきます。このみの
むし

虫のふくろを
やぶ

破って、
なか

中をのぞいてみると、うじ
むし

虫のようなものが
み

見え

たり、さなぎの
から

殻が
み

見つかったりするはずです。 

 みの
むし

虫は、じつは
おお

大きくなると、ミノガというガになります。
き

木の
えだ

枝や
は

葉を
あつ

集めて
つく

作った、
むし

虫の
はい

入っているふくろが、
むかし

昔、
あ ま ぐ

雨具に
つか

使ったみの（わらで
つく

作った
あま

雨がっぱ）に
に

似ているこ

とから、みの
むし

虫という
な ま え

名前がつきました。 

●みの
むし

虫の
いっしょう

一生   

 ふつうのミノガは、１
ねん

年に１
かい

回、５
がつ

月～７
がつ

月ごろ
う

羽
か

化し、みの
むし

虫のふくろを
やぶ

破ってガが
で

出

てきます。でも、ガになるのは、オスだけなのです。メスは、
いっしょう

一生、うじ
むし

虫のような
からだ

体の
かたち

形は
か

変わらず、みのに
はい

入ってすごします。 

 オスのミノガは、
う

羽
か

化するとすぐ、みのに
はい

入ったメスを
さが

探して
こ う び

交尾し、メスはみのの
なか

中

で
たまご

卵を
う

産み、
ようちゅう

幼虫がかえったころ、
し

死にます。 

 
たまご

卵からかえった
ようちゅう

幼虫は、
き

木の
は

葉や
こ

小
えだ

枝でみ 

のを
つく

作って
なか

中に
はい

入り、
は

葉を
た

食べて
せいちょう

成長します。 

 
あき

秋になると、みのの
くち

口を
と

閉じて、
うご

動かない 

ように
き

木の
えだ

枝にとめてしまい、
ようちゅう

幼虫で
ふゆ

冬をこ 

します。
はる

春になると、さなぎになり、やがて 

ガになるのです。（監修・中山 周平） 

 

 

 ミノガ       みの虫 


